
第３回 大阪狭山市都市計画マスタープラン及び
立地適正化計画策定委員会

日時：令和６年７月２３日（火）１０：００～
場所：市役所 ３階 協議会室 まちづくり推進部 都市政策グループ

資料１
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【計画素案 第1章 立地適正化計画策定について】
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〇本計画は、上位計画で位置づけた「めざすべき市の将来像」実現に向け、「コンパクトシティ+ネット
ワーク」の考え方に基づき、居住を含めた、さまざまな都市機能の立地を「誘導する方策」を基本とし
たまちづくり手法です。

〇様々なインセンティブを享受しながら具体的な取組み（まちのリメイク）をより一層推進していくため、
「居住誘導区域」「都市機能誘導区域」の設定や中長期的な方策を示すことを目的に策定します。

1-1 背景と目的

【持続可能な都市構造の実現をめざす】
・生活利便性の維持・向上
・地域経済の活性化（消費・投資の好循環）
・行政サービスの効率化・コスト削減
・地球環境への負荷低減
・防災リスクに対する居住地の安全性強化

「コンパクトシティ+ネットワーク」は、縮退均衡を
めざすものではなく、居住や都市機能の集積による
「密度の経済」を通じ、以下の行政目的を実現する
ための具体的な政策手段です。

本編ｐ1、2

前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正程度



【計画素案 第1章 立地適正化計画策定について】
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〇都市再生特別措置法第８１条に基づく法定計画です。
〇都市計画マスタープランを上位計画としつつ本計画自身が都市計画マスタープランの一部とします。
〇上位関連計画との整合を図るものとします。

1-2 計画の位置づけ

第五次大阪狭山市総合計画 南部大阪都市計画区域マスタープラン

即す

整合

大阪狭山市魅力ある都市空間ビジョン
～都市計画マスタープラン～

都市計画の基本的な方針
・まちづくりの主要テーマ／テーマ別取組方針
・将来都市構造
・分野別取組方針 など

立地適正化計画
・計画の概要
・立地適正化計画の基本的な方針
・居住誘導区域の設定
・都市機能誘導区域、誘導施設の設定
・防災指針の位置づけ
・誘導施策の位置づけ など

踏まえる

関連計画

・大阪のまちづくりグランドデザイン
・大阪狭山市人口ビジョン
・大阪狭山市総合戦略
・大阪狭山市公共施設等総合管理計画
・大阪狭山市公共施設長寿命化計画
・大阪狭山市公共施設再配置方針及び計画
・大阪狭山市立学校園の適正規模・適正配置に関する基本方針
及び実施方針

・大阪狭山市みどりの基本計画
・大阪狭山市水とみどりのネットワーク構想
・狭山ニュータウン地区再生推進計画 など

本編ｐ3

前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正程度



【計画素案 第1章 立地適正化計画策定について】
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市域全域（ただし、居住誘導区域・都市機能誘導区域等の指定は、法の規定に基づき市街化区域内）

1-3 対象区域

令和７年度から概ね２０年間を計画期間とし、概ね5年を目途に必要に応じた見直しを行います。

1-4 計画期間

① 居住を含めた「都市機能」の「誘導」と「公共交通ネットワーク」の「形成」により、都市を
緩やかにコントロールするための計画

② 市の将来像実現に向け、中長期的な方策を推進するための計画

1-5 計画の役割

（１）持続可能な都市構造の形成
（２）関係機関等との協議・連携体制の構築
（３）利便性の高い公共交通環境の形成
（４）地域資源を活かした空間・魅力の維持・向上

1-6 立地適正化により期待する効果

※第２回策定委員会の意見を踏まえ内容を見直しています。

本編ｐ3～9



【計画素案 第1章 立地適正化計画策定について】
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1-7 計画の検討フロー

『第1章 立地適正化計画の策定について』
➡本計画の目的・位置づけ・概要等

『第2章 基本的な方針（ターゲット）』
➡立地適正化（コンパクトシティ＋ネット
ワーク）の大きな方向性

『第3章 居住誘導区域』
『第4章 都市機能誘導区域』
『第5章 防災指針』
『第6章 公共交通ネットワーク』
➡各項目の基本的な考え方と具体的な位置づけ

『第7章 誘導施策』
➡第3章～第6章に対する具体的な取組み

『第8章 計画の進め方』
➡PDCAサイクルに基づく、計画の進め方

【別冊】基礎調査資料について
➡市全体の都市分析（人口、 空家、土地利用、
交通、経済、地価、災害、都市施設、都市
機能、財政、個別具体的なまちづくりの状
況、 レーダーチャート、パーソントリップ
調査）

計画全体の構成

本編ｐ10

前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正程度

パーソントリップ調査を追加で実施したため、次頁
で一部解説します。



【補足説明：パーソントリップ調査（一部抜粋）】
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本編ｐ10、20、28、29 基礎調査資料p31、34

【金剛駅の特徴】
①市内の２駅と比較して、バスによるアクセス（22.2％）が多く、
平日・休日共に大阪狭山市・堺市・富田林市からの利用が分散
しており、金剛駅利用圏、市域内外に広がっている。

②休日における金剛駅の利用者数は、平日の３割程度である一方、
泉ケ丘駅は５割程度。金剛駅は通勤駅としての特徴が大きい。

【検討すべき課題】
①本エリアの利便性を高めるためには、駅周辺や、市内だけに
とどまらず、広域的な公共交通ネットワーク、特に東西軸の
強化が必要である。

②通勤駅であることから、利用圏の人口減少の影響が大きい。そ
のため、交通利便性の向上だけでなく、エリアの「目的地化」
を進めるため、にぎわい創出、都市機能の誘導、空間価値の向
上が必要である。

※回答数から、市人口（５歳以上）を踏まえた補正をかけ、分析しています。

パーソントリップ調査とは．．．

本調査結果を踏まえ、鉄道駅、特に金剛駅・広域公共交通ネッ
トワークに関連する方向性や位置づけの根拠を強めています。
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【計画素案 第２章 基本的な方針（ターゲット）】

第五次大阪狭山市総合計画や都市計画マス
タープラン等上位計画に即し、まちのリメイ
クに必要となる、戦略的かつ計画的、具体的
な方策を盛り込むものとします。

2-1 上位計画でのまちづくりの方向性

①都市分析に基づく本市の現状と課題の網羅
的な把握
②都市機能誘導（拠点形成）に関するエリア
ごとの課題の把握を行います。

2-2 現状と課題の把握

2-3 立地適正化により解決する課題

都市分析に基づく課題 エリアごとの拠点形成に向けた課題

課題解決を図るための方向性

立地適正化により都市機能の誘導、集約化、拠点化、
ネットワーク強化等に関する取組を一体的に進める。

立地適正化計画（本計画） 関連計画

・各種施設
・公共インフラ
・水・みどり
・都市防災
・景観、歴史文化
などに係る個別の取組み

都市機能誘導居住誘導
公共交通ネット

ワーク

立地適正化の基本的な方針の設定 本市都市計画
マスタープラン
分野別方針

連携・整合

都市機能誘導（拠点形成）を図るエリアの考え方について

都市機能誘導エリアの設定にあたっては、以下の方向性を有する一体のエリ
アを条件とし設定しています。
①“交通結節点”であること または
②都市機能誘導を図る必要があり、“交通結節点化”をめざす箇所であること

※第２回策定委員会の意見を踏まえ、図を修正しています。

〇抽出した課題を踏まえ、立地適正化（コン
パクトシティ+ネットワーク）により解決を
図る取組みの方向性について整理します。

〇個別事業などその他については、都市計画
マスタープラン等、関連計画との連携・整合
を取りながら取組みを進めます。

本編ｐ12～38
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１．居住誘導 ３．公共交通
ネットワーク２．都市機能誘導

（拠点形成）

防災・減災対策（防災指針）

立地適正化による一体的な取組みのイメージ



（１）居住誘導の方針：

『地域特性に応じた良好な居住環境の形成』

（２）都市機能誘導（拠点形成）の方針：「エリア特性を活かした魅力ある都市拠点の形成」

生活拠点：大阪狭山市駅周辺・狭山駅周辺・今熊地区周辺
・狭山ニュータウン地区北部周辺・南部周辺

②生活利便性の維持・向上による拠点形成
③公共施設の集積と再配置による「住民の居場所」としての拠点形成
④生涯学習・子育て・教育て環境の維持向上による「学び」の拠点形成
⑤狭山ニュータウン地区の再生・活性化に寄与する拠点形成
⑥近畿大学病院等跡地における望ましい土地利用による拠点形成

中心拠点：金剛駅周辺
①都市のにぎわいと魅力があふれる場の創出による拠点形成

①人口密度の維持による良質な居住環境の形成
②地理的特徴等を踏まえた 居住環境の安全性確保
③地域の状況を踏まえた持続可能な地域づくり

2-4 立地適正化の基本的な方針（ターゲット）

（３）公共交通ネットワークの方針：

『生活圏を踏まえた広域公共交通インフラの維持・向上』

①公共交通の利便性向上・利用促進と
広域公共交通ネットワークの形成

②交通結節点の空間価値・機能の維持向上

【計画素案 第２章 基本的な方針（ターゲット）】本編ｐ39～42
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※第２回策定委員会の意見を踏まえ、文言を修正しています。



【計画素案 第２章 基本的な方針（ターゲット）】本編ｐ43
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※個別事業の検討を進めているエリアについても、“暫定的”な記載

ではなく、記載可能な範囲で、現時点での（素案）として位置づけて

います。

※今後、個別事業の検討状況を踏まえ、具体的な事業内容が見え

てきた段階で、必要に応じて、計画に反映することを想定していま

す。

前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正程度2-4 立地適正化の基本的な方針（ターゲット）



【計画素案 第３章 居住誘導区域】

●本市では、居住誘導区域を定めるにあたり、以下の考え方に基づき区域の検討を行います。

3-1 居住誘導区域の設定方針・考え方 3-2 居住誘導区域の具体的な設定

※居住誘導区域に含めない箇所

本編ｐ45～59
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前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正程度



【計画素案 第３章 居住誘導区域】

●本市の区域設定の方針に基づき、設定した居住誘導区域は以下の通りです。

3-1 居住誘導区域の設定方針・考え方 3-2 居住誘導区域の具体的な設定

※本市の居住誘導区域

本編ｐ60
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前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正、図の追加程度


